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2.2 現地調査による実態把握 

2.2.1 岩手県内の土砂災害発生状況と分析 

2.2.1.1  はじめに 

東日本大震災に伴う本震・余震を含め数多くの地震は日本列島に大きな爪痕を残した。岩手県は本震に端をな

した津波の被害を直接受け，甚大な犠牲者を出した(1)。しかし，東日本大震災が岩手県にもたらした被害は，

津波による人的被害だけではない。岩手県内では，3月 11日の本震と 4月 7日の大きな余震の揺れに伴う斜面崩

壊や，津波による防潮林の流出，砂防・治山施設の損壊など合計 135箇所の発生が確認されている（写真-2.1.1，

写真-2.1.2）。今後の二次災害の発生も危惧され，保全対象は河川，道路，鉄道，人家など多岐に渡っている。

ここではその中から東日本大震災による自然斜面における崩壊を対象として，災害の実態を明らかにし，今後の

対策に結びつけることを課題としている。岩手県内における地震による斜面崩壊箇所の分析をすすめるにあたり，

防災行政機関によるデータを収集し，現地調査を行った。その結果，40箇所の新規の斜面崩壊を抽出した（図

-2.1.1）。これら 40箇所の斜面崩壊を対象にいくつかの項目について分析を行ったので紹介する。 

 

写真-2.1.1 一関市東山町で本震（3 月 11 日）により発生した斜面崩壊、今後も拡大崩壊の危険性が高く人家へ

の影響が懸念される（一関市東山町松川三室平 2011 年 9 月 26 日撮影） 

 

写真-2.1.2 地すべり性崩壊発生直後（岩手県砂防災害課提供 2011 年 3 月 12 日撮影） 
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図-2.1.1 岩手県内における地震により生じた斜面変動分布 

2.2.1.2  地震の概要 

2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分頃，宮城県牡鹿半島の東南東沖 130 ㎞，深さ 24 ㎞を震源として発生した東日本

大震災は，最大震度 7（宮城県栗原市），マグニチュード（Mw）9.0 を記録した（日本における観測史上最大の

規模）。発生機構は西北西―東南東方向に圧縮軸を持つ逆断層型である（２）。この地震により，津波をはじめと

した人的被害や斜面崩壊，停電，断水，物資の停滞による長期のライフラインの寸断など，今までに前例のない

広域的かつ激甚な被害となった。なお，この地震において岩手県で観測された最大震度は岩手県沿岸南部，岩手

県内陸北部，岩手県内陸南部の 6 弱である。  

さら同年 4 月 7 日午後 23 時 32 分頃，宮城県牡鹿半島の東約 40 ㎞，深さ 66 ㎞を震源として発生した東日本

大震災後の余震は，最大震度 6 強（宮城県栗原市ほか），マグニチュード（Mw）7.1 を記録した。岩手県内にお

いて観測された最大震度は岩手県沿岸南部，岩手県内陸南部の 6 弱で，大きな津波は観測されなかった。東日本

大震災の本震と比較すると，震源が陸側に近いことが特徴である。 

2.2.1.3調査手法 

岩手県内における地震による斜面崩壊発生個所の分析を進めるにあたり，防災行政機関から情報の収集を行っ

た。岩手県農林水産部森林保全課及び県土整備部砂防災害課から提供して頂いた災害の発生に関するデータと写

真，及び地形図を基にその分布状況及び崩壊発生に関係した項目の分析を進めた。また，特に人家に近い崩壊地

を中心に現地確認をした。なお，行政機関以外からも奥山ボーリング（株）から 2カ所の斜面崩壊箇所データを

提供して頂いた。 

その結果，岩手県内においては 40 箇所の新規の斜面崩壊発生箇所を抽出することができた。なお，ここでは

砂防・治山施設災害箇所をのぞく自然斜面の崩壊を対象としている。 

 斜面崩壊箇所の分析は，まず，その発生状況の概要を把握した上で，崩壊の発生に影響を与え得る要因の中か

ら，特に影響の大きいとされる地震動，地形，地質，水文の大きな 4 つの項目に大別し（３），その中にさらに

細かい項目をいくつか取り上げ分析した（表-2.1.1）。なお，本資料で述べる 40 箇所の崩壊地の分析では，主に

表-2.1.1 に示したうち，特に関係の深かったものを取り上げる。 
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表-2.1.1 斜面変動箇所における分析項目（太字は今回記載しているもの） 

項 目 内   容   

概 要 分布、崩壊形態、被災対象、市町村別の崩壊箇所数・崩壊発生日、崩壊箇所の規模、 

  見た目の危険性             

地震動 震度、加速度 
      

（本震、余

震）         

地 形 
斜面勾配、斜面形、起伏、斜面の向き、谷密度、末端の状況、地すべり地

形、 
  

  活断層からの距離、遷急線の有無         

地 質 
地質年代、岩質、構造（受け盤、流れ盤など）、初生

地形 
      

                  

水 文 地下水、先行降雨、融雪期 
     

                  

 

2.2.1.4  調査結果 

岩手県内における 40 箇所の新規の斜面崩壊の概要及びその分析を行った結果について述べる。 

2.2.1.4.1  分布 

岩手県内では斜面崩壊発生箇所の分布は県南の一関市と藤沢町，県北の二戸市と一戸町に偏っている（図

-2.1.1）。3 月 11 日の本震では震度 6 弱が岩手県沿岸南部，岩手県内陸北部，岩手県内陸南部で広範囲に観測さ

れ，同じく 4月 7日の余震でも岩手県沿岸南部，岩手県内陸南部で広範囲に観測されているが(2)，図-2.1.1 に示

すように斜面崩壊箇所の分布域には偏りがみられる。これは地形，地質など多くの要因と関係があると考えられ

る（４）。なお，本震及び余震では，宮城県仙台市など盛土した宅地造成地盤が地震の影響で変状を受け，家屋

が被災するケースが多く見られたが，同様の被害は岩手県においてもいくつか確認されている。このうち本震及

び余震の影響により，岩手県内では二戸市杉の沢石切所（写真-2.1.2），一関市舘ニュータウン，一関市舞川小学

校の 3 箇所において，現地において宅地盛土斜面で崩壊が発生していることを確認した (5)。これらの人工地盤

における災害については別途，とりまとめて報告する予定である。 

2.2.1.4.2  市町村別の崩壊箇所数及び崩壊発生日  

 市町村別の崩壊箇所数は，一関市と藤沢町など県南で 25 箇所，二戸市と一戸町の県北で 8 箇所となっており，

県南と県北に偏って分布している（なお藤沢町は 2011 年 9 月 26 日 に一関市に編入された）。対照的に，4 月 7

日の余震による崩壊はそのほとんどが一関市と藤沢町で発生している（図-2.1.2）。これは余震は岩手県北部では

震度 6 弱以上の強い地震動が観測されなかったことに関係している (2)。なお，別途，聞き取り調査を行い，一

関市の住民に地震の際に感じた揺れの強さや怖さを聞いたが，2008 年 6 月 14 日の岩手・宮城内陸地震や本震よ

りも強かった，あるいは怖かったとの回答が多かった。 
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図-2.1.2 市町村別の崩壊箇所数及び崩壊発生日（n=40） 

2.2.1.4.3 規模 

地震によって発生した斜面崩壊の規模は全体として小さく，0.01～0.02ha の小規模崩壊が過半数を占める（図

-2.1.3）。最も大きい崩壊でもその規模は 1.0ha であった。これは以下に述べるように，多くが小規模な表層崩壊

によるものが多いことに関係している。過去の岩手・宮城内陸地震では大規模崩壊や地すべりが多く発生した事

例とは対照的である。 

 

図-2.1.3 地震によって発生した斜面崩壊箇所の規模（n=40） 

2.2.1.4.4 斜面崩壊の形態 

 対象とした 40 箇所の崩壊地を現地調査及び写真より判読したところ，約 6 割が表層崩壊，約 3 割が岩盤崩壊

であり，この 2 つの現象が主たる形態であった（図-2.1.4）。他は表層崩壊と岩盤崩壊の中間形態を示すもの，落

石などであり，狭義の地すべり移動は無く，地すべり性崩壊が 1 件であった。 
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     図-2.1.4 地震によって発生した斜面崩壊箇所の形態の割合（n=40） 

2.2.1.4.5 崩壊箇所の傾斜 

 崩壊箇所の約 5 割が 30～39°の傾斜で発生し，また約 4 割が 40～49°の斜面で発生している（図-2.1.5）。一

般的に斜面での崩壊が発生しやすい傾斜は 30～50°とされていることから（５），これに合致する結果となった。

50°以上の傾斜がある場所では，もともと風化土層が浸食されやすく，崩壊する可能性の高い物質が少ないから

であると考えられる。 

 

図-2.1.5 地震によって発生した斜面崩壊箇所の勾配（n=40） 

2.2.1.4.6 崩壊地の遷急線の有無 

 遷急線とは，斜面上方の勾配より，川側の斜面の勾配が急になる点を結んだ線である。遷急線は浸食前線とも

呼ばれ，これからまさに浸食（崩壊）するところであり，遷急線より上部斜面は緩傾斜で風化層が厚く下部斜面

は急勾配で表層は薄いのが特徴である。今回，その遷急線の有無を現地調査及び写真から判読した。その結果，

「非常に明瞭」あるいは「明瞭」という遷急線の存在を確認できる崩壊箇所が約 5 割にも上った（図-2.1.6）。今

回の地震による斜面崩壊の発生には，遷急線に関係性があるものが多いと言える。 
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  図-2.1.6 地震によって発生した斜面崩壊箇所の遷急線の有無の割合（n=40） 

2.2.4.1.７ 震度（本震） 

 震度は崩壊地を 25000 の 1 の地形図などで調べ，気象庁の示す震度分布図と照らし合わせ，最も適切であろう

震度を判読した（図-2.1.7）。また，震度は本震で崩壊した全 23 箇所を対象としている。崩壊地における本震時

の震度は，過半数が「6 弱」を記録している。これは崩壊地の多くが震源近くの一関市や藤沢町で発生したこと

に関係している。また，震度「5 弱」，震度「4」は県北の二戸市と一戸町で観測されたものである。 

 

 

図-2.1.7 地震によって発生した斜面崩壊箇所の震度（本震）（n=23） 

2.2.1.4.8 震度（余震） 

 余震時の震度も対象 17 箇所分の結果を示す（図-2.1.8）。なお震度「6 弱」が 5 割を占めているのは本震時と

あまり変わらないが，余震時には震度「5 強」を観測した場所も多くみられる。（１）。なお，岩手県沿岸南部及

び岩手県内陸南部では今回の余震と本震の震度階は同じ地点が多かった。また，図示しなかったが，崩壊の約 7

割が平行斜面で，1/4 が尾根型斜面での崩壊であった。一方，これらとは対照的に谷部での崩壊はほとんど見ら
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れなかった。これは一般的に地震で発生する崩壊の特徴と類似している。崩壊地の地質年代では全体的にみると

約 4 割が「新第三紀中新世」，3 割が「中生代白亜紀前期」となりこの 2 つの地質での崩壊が顕著であった。今

回発生した斜面崩壊は前者の地質は二戸市や一戸町，一関市の西側の地域に多く分布し，後者は一関市の東側，

藤沢町に多く分布している地質である。「中生代白亜紀前期」の母岩そのものは硬質であるが，今回発生した斜

面崩壊は表層が風化しそれが崩壊したと考えられる。なお，一関市の西側の地域では固結度が弱く密度の低い堆

積物の上位に，硬質で比較的高密度の火山岩類が分布するキャップロック構造を有している崩壊地が多かった。 

 

図-2.1.8 地震によって発生した斜面崩壊箇所の震度（余震）（n=17） 

2.2.1.5  まとめ 

東日本大震災による岩手県内での斜面崩壊箇所の分析をすすめるにあたり，防災行政機関によるデータを収集

し，現地調査を行った。その結果，40箇所の新規の斜面崩壊を抽出することができた。地震によって発生した斜

面崩壊の分布が県南と県北に偏っているのが最大の特徴である。本データについて，地震と崩壊に関係する様々

な項目に関して検討を行った結果，遷急線など地形と地質に関係深いことがわかった。今後は，2008年 6月 14

日の岩手・宮城内陸地震を含んだ国内外の既往の地震も含めて，これまでに地震によって発生した斜面崩壊の事

例を運動タイプ別に地形・地質・地震動(震度・加速度・速度・周期や継続時間等)・降水条件などの発生要因を

統計的に解析し，それらの斜面変動発生への寄与のしかたやその度合いについて評価していきたい。  

 本調査の実施にあたり，さまざまなご指導・ご助言および資料提供などを頂いた岩手県農林水産部森林保全課，

同県土整備部砂防災害課ならびに奥山ボーリング（株）各位に対し，心から感謝の意を表します。また，研究を

進めるにあたり一関市建設部一戸欣也部長から貴重な資料をいただいた。さらに，(社)日本地すべり学会東北支

部，同関東支部，同新潟支部，研究メンバー所属大学の学生・院生の諸氏には記して感謝申し上げます． 
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